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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
Atmel社とは無関係であることを
御承知ください。しおりのはじめ
にでの内容にご注意ください。

AVR067 : JTAICEmkⅡ通信規約

要点
■ AVR StudioからJTAGICEmkⅡへ送られる命令
■ JTAGICEmkⅡからAVR Studioへ送られる返答
■ 構成設定可能なﾊﾟﾗﾒｰﾀ
■ 各種ﾒﾓﾘ形式
■ ﾊﾟｹｯﾄ同期と異常制御用の特殊文字とﾊﾟｹｯﾄ形式
■ JTAGICEmkⅡで扱う中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ) (tinyAVR/megaAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのみ)

1. 序説
この資料はAVR StudioとJTAGICEmkⅡ間で使われる通信規約を記述します。この資料の目
的は第3の供給者に、JTAGICEmkⅡに対するそれら自身の前置処理部の設計を可能にする
ことです。

2. 動作の理屈
この通信規約は主/従環境で動作し、AVR Studioが主装置になり、JTAGICEmkⅡが従装置に
なります。

JTAGICEmkⅡ従装置は常に以下に列挙される3つの状態の1つで動きます。

 1. 停止(STOPPED)

 2. 走行(RUNNING)

 3. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(PROGRAMMING)

いくつかの命令は従装置が停止(STOPPED)動作中にだけ実行することができ、他の命令は全
動作で許され得ます。詳細は各個別命令に対して記述されます。

事象は主装置から与えられる命令が先行しない、従装置から送られるﾒｯｾｰｼﾞです。

直列通信は本質的に非同期で、そしてJTAGICEmkⅡもです。全ての命令と応答は受信した
ﾒｯｾｰｼﾞの有効性検証を受信側に許すことを含む証拠印(token:ﾄｰｸﾝ)とCRC検査を持ちます。

この転送規約は受信した毎回のﾊﾟｹｯﾄが正しく照合されることを保証しますが、全てのﾊﾟｹｯﾄが
受信されることを保証しません。再送と消失ﾊﾟｹｯﾄは転送層ではなく、応用層によって扱われま
す。USB使用時、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ層は自動的に再送を処理します。これはRS232の場合ではありませ
ん。

この規約は"ﾘﾄﾙ ｴﾝﾃﾞｨｱﾝ"で、ﾒﾓﾘ ｱﾄﾞﾚｽに於いて常にLSBが先に送られます。

2.1. USBとRS-232接続

JTAGICEmkⅡはﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ接続するためにUSBとRS-232の両ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持ちます。こ
れらは同じﾒｯｾｰｼﾞ形式を共用します(3.章をご覧ください)。

速度のためにUSBが好まれます。

2.1.1. RS-232接続

RS-232接続の電源投入時設定は19200bps、8ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞｰﾀ、ﾊﾟﾘﾃｨなし、1停止ﾋﾞｯﾄ、ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ
なしです。けれども、ｴﾐｭﾚｰﾀ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ書き込み(CMND_SET_PARAMETER)命令とﾎﾞｰﾚｰﾄ ﾊﾟﾗ
ﾒｰﾀを使ってﾎﾞｰﾚｰﾄを変更することができます。

2.1.2. USB接続

JTAGICEmkⅡはUSB全速(Full-speed:12Mbps)の能力があるUSBﾎﾟｰﾄを持ちます。

ﾃﾞｰﾀ転送に加えて、USBｹｰﾌﾞﾙはｴﾐｭﾚｰﾀに電力を供給することができ、このために外部電力
が必要とされません。列挙(接続)後、ｴﾐｭﾚｰﾀはUSBﾊﾌﾞから最大500mA引き出せます。

2.1.3. USB構成設定

JTAGICEmkⅡは2つの大量(ﾊﾞﾙｸ)転送ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄを含む1つのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つ1つの構成
設定を持ちます。USB記述子は7.章で得られます。

JTAGICEmkⅡのﾒｯｾｰｼﾞは大量転送ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄをとして転送されます。最大ﾊﾟｹｯﾄ容量はｴﾝﾄﾞ
ﾎﾟｲﾝﾄ記述子で示されます。
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JTAGICEmkⅡのﾌﾚｰﾑ形式によって提供されるﾌﾚｰﾑ構造に加えて、ｴﾐｭﾚｰﾀはUSBﾊﾟｹｯﾄがJTAGINEmkⅡﾌﾚｰﾑでの最後の1つで
あることを示すために(INとOUTの両ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄで)短いﾊﾟｹｯﾄを使います。ﾎｽﾄ ﾄﾞﾗｲﾊﾞはこの短いﾊﾟｹｯﾄも支援しなければなりません。

3. ﾒｯｾｰｼﾞ形式
全ての命令、応答、事象は共通のﾒｯｾｰｼﾞ形式を共用します。

<MESSAGE_START, SEQUENCE_NUMBER, MESSAGE_SIZE, TOKEN, MESSAGE_BODY, CRC>

表3-1. ﾒｯｾｰｼﾞの構成物

構成物名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

ﾒｯｾｰｼﾞ送出毎に1増加。$FFFE後、0へ丸め。$FFFFは(非同期)
事象用に予約。

順序番号 (SEQUENCE_NUMBER) [ﾊﾞｲﾄ]×2、LSB先行

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の容量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

[ﾊﾞｲﾄ]規約をもっと強化する、ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

[ﾊﾞｲﾄ]×ﾒｯｾｰｼﾞ量ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

[ﾊﾞｲﾄ]×2ﾒｯｾｰｼﾞ開始とﾒｯｾｰｼﾞ本体を含むﾒｯｾｰｼﾞ内全文字を使用循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体の先頭ﾊﾞｲﾄは常にﾒｯｾｰｼﾞ識別子(MESSAGE_ID)です。(従って、)ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)の量は最低1ﾊﾞｲﾄで
す。

・ ﾒｯｾｰｼﾞは$01～$3Fの範囲のﾒｯｾｰｼﾞ識別子(MESSAGE_ID)を使います。

・ 成功応答は$80～$9Fの範囲のﾒｯｾｰｼﾞ識別子(MESSAGE_ID)を使います。

・ 失敗応答は$A0～$BFの範囲のﾒｯｾｰｼﾞ識別子(MESSAGE_ID)を使います。

・ 事象は$E0～$FFの範囲のﾒｯｾｰｼﾞ識別子(MESSAGE_ID)を使います。

・ ﾒｯｾｰｼﾞ開始はASCIIのESC文字($1B)で、変えられるべきではありません。

・ 証拠印はASCIIのSO文字($0E)で、変えられるべきではありません。

4. ﾒｯｾｰｼﾞ解析

4.1. 序説

どちらにしてもﾒｯｾｰｼﾞは状態機構により、ﾊﾞｲﾄ列として読まれるべきです。ﾒｯｾｰｼﾞ開始(MESSAGE_START)文字が起きる毎に状態
機構はﾒｯｾｰｼﾞの復号を開始し、ﾒｯｾｰｼﾞを完了するか、またはﾒｯｾｰｼﾞ規則に違反した場合にﾊﾞｲﾄ列を中止するかのどちらかです。

ﾒｯｾｰｼﾞはどんな順序で来ることもでき、命令間で必要とする時間枠に関係する特別なﾀｲﾐﾝｸﾞはありません。ｴﾐｭﾚｰﾀはﾒｯｾｰｼﾞ待ち
行列を実装し、状態機構が解析、検証された完全なﾒｯｾｰｼﾞを持つ時に、それは順序付けされてﾒｯｾｰｼﾞ待ち行列に置かれます。ｴ
ﾐｭﾚｰﾀは待ち行列で得られた順にﾒｯｾｰｼﾞを実行します。ﾒｯｾｰｼﾞに対する応答はそれらがｴﾐｭﾚｰﾀによって処理される時に与えられ
ます。

RS232とUSBの両転送単位処理に同じ状態機構が使われます。JTAGICEmkⅡの通信制御ﾌﾟﾛｾｯｻ上の割り込みﾙｰﾁﾝは適切なUSA 
RTを読んで、やって来るﾃﾞｰﾀをSRAMに実装されたFIFOに置きます。状態機構がこのFIFOからﾃﾞｰﾀを読んで解析します。
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4.2. 共通状態機構実装

図4-1. 状態遷移図

E: 事象
C: 条件
A: 活動

CRC取得

ﾒｯｾｰｼﾞ本体取得

証拠印取得

ﾒｯｾｰｼﾞ量取得

順序番号取得

開始

ESC文字以外ESC文字以外E: CRCﾊﾞｲﾄ1
C: CRC適正
A: ﾒｯｾｰｼﾞ全体待ち行列格納

E: CRCﾊﾞｲﾄ1
C: CRC適正
A: ﾒｯｾｰｼﾞ全体待ち行列格納

E: CRCﾊﾞｲﾄ1
C: CRC不正
A: ﾊﾞｯﾌｧ解除、統計更新

E: CRCﾊﾞｲﾄ1
C: CRC不正
A: 緩衝部解除、統計更新

E: CRCﾊﾞｲﾄ0E: CRCﾊﾞｲﾄ0

E: 新ﾃﾞｰﾀ文字
C: ﾒｯｾｰｼﾞ量一致
E: 新ﾃﾞｰﾀ文字
C: ﾒｯｾｰｼﾞ量一致

E: 新ﾃﾞｰﾀ文字
C: ﾒｯｾｰｼﾞ量未満
E: 新ﾃﾞｰﾀ文字
C: ﾒｯｾｰｼﾞ量未満

E: 適正証拠印
C: ﾒｯｾｰｼﾞ量>0
A: 監視計時器始動

E: 適正証拠印
C: ﾒｯｾｰｼﾞ量>0
A: 監視計時器始動

E: 不正証拠印
A: ﾊﾞｯﾌｧ解除、不正ﾒｯｾｰｼﾞ統計更新
E: 不正証拠印
A: 緩衝部解除、不正ﾒｯｾｰｼﾞ統計更新

E: ESC文字
A: 監視計時器始動
E: ESC文字
A: 監視計時器始動

E: ﾊﾞｲﾄ0,1受信E: ﾊﾞｲﾄ0,1受信

E: 時間超過
A: 主装置へ時間超過応答送信
E: 時間超過
A: 主装置へ時間超過応答送信

E: ﾒｯｾｰｼﾞ識別子受信
A: 監視計時器始動
E: ﾒｯｾｰｼﾞ識別子受信
A: 監視計時器始動E: 時間超過

A: 主装置へ時間超過応答送信
E: 時間超過
A: 主装置へ時間超過応答送信

E: ﾊﾞｲﾄ0～2受信E: ﾊﾞｲﾄ0～2受信
E: ﾒｯｾｰｼﾞ量完了
A: 監視計時器始動
E: ﾒｯｾｰｼﾞ量完了
A: 監視計時器始動

表4-1. 状態表 (赤背景の領域は失敗ﾒｯｾｰｼﾞを表し、その他は成功ﾒｯｾｰｼﾞです。)

入力緩衝部から文字取得 CRCﾊﾞｲﾄ計数器=2,CRC正常
監視計時器停止,CRC計算,
ﾒｯｾｰｼﾞ統計更新,命令実行

開始

現在の状態 条件事象 次の状態活動

入力緩衝部から文字取得 文字＝ASC ESC($1B) 監視計時器始動 順序番号取得
開始

入力緩衝部から文字取得 文字≠ASC ESC($1B) なし 開始

入力緩衝部から文字取得 順序番号ﾊﾞｲﾄ計数器<2 監視計時器始動 順序番号取得

順序番号取得 入力緩衝部から文字取得 順序番号ﾊﾞｲﾄ計数器=2 監視計時器始動 ﾒｯｾｰｼﾞ量取得

時間超過 なし ﾒｯｾｰｼﾞ統計更新 開始

入力緩衝部から文字取得 ﾒｯｾｰｼﾞ量ﾊﾞｲﾄ計数器<4 監視計時器始動 ﾒｯｾｰｼﾞ量取得

ﾒｯｾｰｼﾞ量取得 入力緩衝部から文字取得 ﾒｯｾｰｼﾞ量ﾊﾞｲﾄ計数器=4 監視計時器始動,ﾒｯｾｰｼﾞ量計算 証拠印取得

時間超過 なし ﾒｯｾｰｼﾞ統計更新 開始

入力緩衝部から文字取得 文字＝ASC SO($0E) 監視計時器始動 本体ﾃﾞｰﾀ取得

証拠印取得 入力緩衝部から文字取得 文字≠ASC SO($0E) 監視計時器停止,ﾒｯｾｰｼﾞ統計更新 開始

時間超過 なし ﾒｯｾｰｼﾞ統計更新 開始

入力緩衝部から文字取得 ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｲﾄ計数器<ﾒｯｾｰｼﾞ量 監視計時器始動 本体ﾃﾞｰﾀ取得

本体ﾃﾞｰﾀ取得 入力緩衝部から文字取得 ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｲﾄ計数器=ﾒｯｾｰｼﾞ量 監視計時器始動 CRC取得

時間超過 なし ﾒｯｾｰｼﾞ統計更新 開始

入力緩衝部から文字取得 CRCﾊﾞｲﾄ計数器<2 監視計時器始動 CRC取得

CRC取得

入力緩衝部から文字取得 CRCﾊﾞｲﾄ計数器=2,CRC異常
監視計時器停止,CRC計算,
ﾒｯｾｰｼﾞ統計更新

開始

時間超過 なし ﾒｯｾｰｼﾞ統計更新 開始
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5. 命令と応答

5.1. 主装置命令

5.1.1. 停止命令(CMND_SIGN_OFF) [$00]

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を終了する時に主装置がこの命令を発行します。

従装置の状態 : 全状態

表5-1. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

なしﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-2. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_SIGN_OFF ($00)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

表5-3. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令は実行されました。成功 (RSP_OK)

JTAGICEmkⅡは存在しますが、命令を理解できません。失敗 (RSP_FAILED)

5.1.2. ｴﾐｭﾚｰﾀ存在検査命令(CMND_GET_SIGN_ON) [$01]

ｴﾐｭﾚｰﾀが接続されて生きているかを見るために主装置がこの命令を使います。

従装置の状態 : 全状態

表5-4. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

なしﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-5. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_GET_SIGN_ON ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)
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表5-6. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

JTAICEmkⅡに関する開始文字列を含みます。
他のｴﾐｭﾚｰﾀで発行される共通性が解決されなければなりません。
開始 (RSP_SIGN_ON : $86)

開始 (RSP_SIGN_ON)

JTAGICEmkⅡは存在しますが、命令を理解できません。失敗 (RSP_FAILED)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。
従装置は存在しないか、または電源ONでありません。

時間超過

RS232使用なら、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ異常、UART構成設定誤り(不正なﾎﾞｰﾚｰﾄ,ﾊﾟ
ﾘﾃｨ設定など)。USB使用なら、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ異常。

ｺﾞﾐ受信

5.1.3. ｴﾐｭﾚｰﾀ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ書き込み命令(CMND_SET_PARAMETER) [$02]

ｴﾐｭﾚｰﾀは多数の構成ﾊﾟﾗﾒｰﾀを処理します。この命令は全ﾊﾟﾗﾒｰﾀ書き込みに使われます。ﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別子(PARAMETER_ID)が書
かれるべきﾊﾟﾗﾒｰﾀを識別します。

従装置の状態 : ﾊﾟﾗﾒｰﾀに依存

表5-7. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, PARAMETER_ID, PARAMETER_VALUE>

表5-8. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_SET_PARAMETER ($02)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]ﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別子ﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別子 (PARAMETER_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×n、LSB先行ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値、どんな量にもできます。ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 (PARAMETER_VALUE)

表5-9. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

ﾊﾟﾗﾒｰﾀが正常に書かれました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

JTAGICEmkⅡは選択したﾊﾟﾗﾒｰﾀを支援しません。
(AVR Studio 4とJTAGICEmkⅡのﾌｧｰﾑｳｪｱ不適合)

不正ﾊﾟﾗﾒｰﾀ (RSP_ILLEGAL_PARAMETER)

与えられた値が無効または範囲外でした。不正値 (RSP_ILLEGAL_VALUE)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で書けません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

ﾊﾟﾗﾒｰﾀの説明はこの資料の後ろの章で得られます。
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5.1.4. ｴﾐｭﾚｰﾀ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ読み込み命令(CMND_GET_PARAMETER) [$03]

ｴﾐｭﾚｰﾀ構成ﾊﾟﾗﾒｰﾀをAVR Studioに読み戻します。ﾊﾟﾗﾒｰﾀの説明はこの資料の後ろの章で得られます。

従装置の状態 : ﾊﾟﾗﾒｰﾀに依存

表5-10. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

$02ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, PARAMETER_ID>

表5-11. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_GET_PARAMETER ($03)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]要求されたﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別子ﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別子 (PARAMETER_ID)

表5-12. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

要求ﾊﾟﾗﾒｰﾀを返します。ﾊﾟﾗﾒｰﾀ返答 (RSP_PARAMETER : $81)ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 (RSP_PARAMETER)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

JTAGICEmkⅡは選択したﾊﾟﾗﾒｰﾀを支援しません。
(AVR Studio 4とJTAGICEmkⅡのﾌｧｰﾑｳｪｱ不適合)

不正ﾊﾟﾗﾒｰﾀ (RSP_ILLEGAL_PARAMETER)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で読めません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.5. ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMND_WRITE_MEMORY) [$04]

何れかのﾒﾓﾘ領域内の何れかのｱﾄﾞﾚｽへﾒﾓﾘ塊を書きます。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)

表5-13. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, MEMORY_TYPE, BYTE_COUNT, START_ADDRESS, DATA>

表5-14. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_WRITE_MEMORY ($04)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]ﾒﾓﾘ種別(ﾌﾗｯｼｭ,SRAM,EEPROM...)ﾒﾓﾘ種別 (MEMORY_TYPE)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行書かれるべきﾊﾞｲﾄ数ﾊﾞｲﾄ数 (BYTE_COUNT)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行開始ﾒﾓﾘ ｱﾄﾞﾚｽ開始ｱﾄﾞﾚｽ (START_ADDRESS)

[ﾊﾞｲﾄ]×ﾊﾞｲﾄ数ﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀ (DATA)

各種ﾒﾓﾘ形式の定義とﾊﾟﾗﾒｰﾀ値はﾒﾓﾘ形式章で得られます。



7

AVR067

表5-15. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

ﾒﾓﾘが正常に書かれました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

JTAGICEmkⅡは選択したﾒﾓﾘを支援しません。不正ﾒﾓﾘ種別 (RSP_ILLEGAL_MEMORY_TYPE)

ﾒﾓﾘ書き込みは選択したﾒﾓﾘの領域範囲外でした。不正ﾒﾓﾘ範囲 (RSP_ILLEGAL_MEMORY_RANGE)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で書けません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.6. ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMND_READ_MEMORY) [$05]

何れかのﾒﾓﾘ領域内の何れかのｱﾄﾞﾚｽからﾒﾓﾘ塊を読みます。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)

表5-16. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

10 ($0A)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, MEMORY_TYPE, BYTE_COUNT, START_ADDRESS>

表5-17. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_READ_MEMORY ($05)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]ﾒﾓﾘ種別(ﾌﾗｯｼｭ,SRAM,EEPROM...)ﾒﾓﾘ種別 (MEMORY_TYPE)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行読まれるべきﾊﾞｲﾄ数ﾊﾞｲﾄ数 (BYTE_COUNT)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行開始ﾒﾓﾘ ｱﾄﾞﾚｽ開始ｱﾄﾞﾚｽ (START_ADDRESS)

各種ﾒﾓﾘ形式の定義とﾊﾟﾗﾒｰﾀ値はﾒﾓﾘ形式章で得られます。

表5-18. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

ﾒﾓﾘが正常に読まれました。ﾒﾓﾘ読み出し (RSP_MEMORY: $82)ﾒﾓﾘ読み出し成功 (RSP_MEMORY)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

JTAGICEmkⅡは選択したﾒﾓﾘを支援しません。不正ﾒﾓﾘ種別 (RSP_ILLEGAL_MEMORY_TYPE)

ﾒﾓﾘ読み込みは選択したﾒﾓﾘの領域範囲外でした。不正ﾒﾓﾘ範囲 (RSP_ILLEGAL_MEMORY_RANGE)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過



8 AVR067

5.1.7. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ書き込み命令(CMND_WRITE_PC) [$06]

AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀを書きます。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)

表5-19. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

5 ($05)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, PROGRAM_COUNTER>

表5-20. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_WRITE_PC ($06)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ値ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ (PRGRAM_COUNTER)

表5-21. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀが正常に書かれました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.8. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ読み出し命令(CMND_READ_PC) [$07]

AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀを読みます。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)

表5-22. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-23. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_READ_PC ($07)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)
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表5-24. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀが返されました。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ読み (RSP_PC : $84)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ読み込み成功 (RSP_PC)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.9. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行開始命令(CMND_GO) [$08]

現在のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行を開始します。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)または走行(RUNNING)。命令実行時に状態は走行(RUNNING)に変更されるか、または走行(RUN 
NING)に留まるかのどちらかです。

表5-25. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

なしﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-26. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_GO ($08)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

表5-27. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。実行開始成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.10. 1段実行命令(CMND_SINGLE_STEP) [$09]

現在のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ ｱﾄﾞﾚｽで1段実行を開始します。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)。実行後、従MCUは次の中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)に当たるまで走行(RUNNING)状態です。そして中
断事象が発行され、従MCUは停止(STOPPED)に戻ります。

表5-28. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

3 ($03)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

高位または低位のﾌﾗｸﾞ。以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)
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ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, FLAG>

表5-29. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_SINGLE_STEP ($09)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]$01: 低位, $02: 高位ﾌﾗｸﾞ (FLAG)

[ﾊﾞｲﾄ]
$00: STEP_OVER (外側1行実行)
$01: STEP_INTO (1命令実行)
$02: STEP_OUT (内側実行)

段動作種別 (STEP_MODE)

低位または上位のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE、けれどもJTAGICEの次の実装も)

表5-30. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.11. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行停止命令(CMND_FORCED_STOP) [$0A]

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行を停止します。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)または走行(RUNNING)。命令実行後の従MCUは停止(STOPPED)状態です。

表5-31. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

2 ($02)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, MODE>

表5-32. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_FORCED_STOP ($0A)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]$01: 低位, $02: 高位(次の高位行で停止)動作種別 (MODE)

表5-33. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過
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5.1.12. 使用者ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾘｾｯﾄ命令(CMND_RESET) [$0B]

ｴﾐｭﾚｰﾀはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行を再始動するための全ての動作を実行します。

従装置の状態 : 何れか。この操作前に従MCUが走行(RUNNING)動作なら、従MCUはこの命令の実行前に停止(STOPPED)状態に
変わります。

表5-34. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。
上位または下位のﾌﾗｸﾞについて、
上位は代表的にmainへ戻ります(手続き(ﾌﾟﾛｼｰｼﾞｬ)を与えます。
後で走行するﾘｾｯﾄを下位ﾘｾｯﾄを与えます。

ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, FLAG>

表5-35. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_RESET ($0B)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]
$01: 低位, $02: 高位(ﾘｾｯﾄ後にmainを走行),
$04: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE禁止でﾘｾｯﾄ

ﾌﾗｸﾞ (FLAG)

表5-36. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.13. ﾃﾞﾊﾞｲｽ記述子設定命令(CMND_SET_DEVICE_DESCRIPTOR) [$0C]

特定ﾃﾞﾊﾞｲｽ構成に関連する全ﾊﾟﾗﾒｰﾀを転送します。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)

表5-37. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

特定ﾃﾞﾊﾞｲｽ構成に関する全ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, PARAMETERS>

表5-38. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_SET_DEVICE_DESCRIPTOR ($0C)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×298
現在のJTAGICE記述子と同様に、2進数列形
式でﾃﾞﾊﾞｲｽを構成するのに必要とする全ての
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ群 (PARAMETERS)
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表5-39. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.14. SPMﾍﾟｰｼﾞ消去命令(CMND_ERASEPAGE_SPM) [$0D]

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘのﾍﾟｰｼﾞ全体を消去します。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)

表5-40. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

5 ($05)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, PAGE_ADDRESS>

表5-41. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_ERASEPAGE_SPM ($0D)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行消去すべきﾍﾟｰｼﾞのｱﾄﾞﾚｽﾍﾟｰｼﾞ ｱﾄﾞﾚｽ (PAGE_ADDRESS)

表5-42. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.15. 同期獲得命令(CMND_GET_SYNC) [$0F]

同期を失った場合にJTAGICEmkⅡとの同期を復活するためにAVR Studioから送られます。

従装置の状態 : 何れか。従装置がこの命令に応答する場合、従装置は命令実行後に停止(STOPPED)状態になります。

表5-43. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)
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ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-44. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_GET_SYNC ($0F)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

表5-45. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.16. 自己検査命令(CMND_SELFTEST) [$10]

JTAGICEmkⅡに自己検査を実行させ、主装置へ報告を返します。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)

表5-46. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

(何の検査かを選ぶ)自己検査用ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, FLAGS>

表5-47. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_SELFTEST ($10)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行

どの検査が実行されるべきかを識別するﾌﾗｸﾞ。
ﾋﾞｯﾄ7: 内部検査(SRAM,FIFOなど)
ﾋﾞｯﾄ6: (未使用)
ﾋﾞｯﾄ5: (未使用)
ﾋﾞｯﾄ4: (未使用)
ﾋﾞｯﾄ3: STK500 ﾘｾｯﾄ ｼﾞｬﾝﾊﾟ検出器
ﾋﾞｯﾄ2: JTAG駆動
ﾋﾞｯﾄ1: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE容量(ｷｬﾊﾟｼﾀﾝｽ)
ﾋﾞｯﾄ0: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE駆動

ﾌﾗｸﾞ (FLAGS)

表5-48. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。自己検査 (RSP_SELFTEST : $85)自己検査成功 (RSP_SELFTEST)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過
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5.1.17. 中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)設定命令(CMND_SET_BREAK) [$11]

(JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つmegaAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点だけとｿﾌﾄｳｪｱ中断点に関して)中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)を設定します。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)

表5-49. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

中断点設定(下の形式をご覧ください。)ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, TYPE, NUMBER, ADDRESS, MODE>

表5-50. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_SET_BREAK ($11)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]
$01: ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ中断点, $02: ﾃﾞｰﾀ中断点,
$03: ﾃﾞｰﾀ中断点用遮蔽値

形式 (TYPE)

[ﾊﾞｲﾄ]
中断点番号: $01～$04(4つまでの中断点を支
援。$00はｿﾌﾄｳｪｱ中断点用)

中断点番号 (NUMBER)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行中断点ｱﾄﾞﾚｽまたは遮蔽値ｱﾄﾞﾚｽ (ADDRESS)

[ﾊﾞｲﾄ]
$00: 読み込みで中断, $01: 書き込みで中断,
$02: 読み書きで中断, $03: ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断点

動作種別 (MODE)

表5-51. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

中断点番号が存在しません。(この動作種別で)中断点番号は支援さ
れません。不正中断点 (RSP_ILLEGAL_BREAKPOINT : $A8)

不正中断点 (RSP_ILLEGAL_BREAKPOINT)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.18. 中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)取得命令(CMND_GET_BREAK) [$12]

JTAGICEmkⅡ内に設定されている現在の中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)を読み戻すためにﾎｽﾄによって使われます(JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つ
megaAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点だけとｿﾌﾄｳｪｱ中断点に関して)。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)

表5-52. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

2 ($02)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)
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ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, NUMBER>

表5-53. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_GET_BREAK ($12)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]
中断点番号: $01～$04(4つまでの中断点が支
援されます。)

中断点番号 (NUMBER)

表5-54. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。中断点が返されます。
中断点読み出し (RSP_GET_BREAK : $83)

中断点取得成功 (RSP_GET_BREAK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

(この動作種別で)中断点番号は支援されません。不正中断点 (RSP_ILLEGAL_BREAKPOINT)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.19. ﾁｯﾌﾟ消去命令(CMND_CHIP_ERASE) [$13]

完全なﾁｯﾌﾟ消去を行うのに(JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つmegaAVRﾃﾞﾊﾞｲｽでだけ)使われます。(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREを持つﾃﾞﾊﾞｲｽはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ 
ｸﾞの前にﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞを自動的に消去します。XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽはこの資料の後ろで詳細にされる専用のXMEGA消去機能を使いま
す。)

表5-55. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-56. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_CHIP_ERASE ($13)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

表5-57. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過
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5.1.20. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(CMND_ENTER_PROGMODE) [$14]

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作へ移行します。

表5-58. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-59. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_ENTER_PROGMODE ($14)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

表5-60. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

JTAG IDが目的ﾃﾞﾊﾞｲｽのそれと一致しません。
不正JTAG ID (RSP_ILLEGAL_JTAG_ID : $A9)

不正JTAG ID (RSP_ILLEGAL_JTAG_ID)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.21. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令(CMND_LEAVE_PROGMODE) [$15]

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を抜け出します。

表5-61. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-62. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_LEAVE_PROGMODE ($15)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

表5-63. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過
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5.1.22. 中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)解除命令(CMND_CLR_BREAK) [$1A]

(JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つmegaAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点だけとｿﾌﾄｳｪｱ中断点に関して)中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)を解除します。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)

表5-64. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

中断点指定 (以下をご覧ください。)ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, NUMBER, ADDRESS>

表5-65. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_CLR_BREAK ($1A)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]
中断点番号: $01～$04(4つまでの中断点が支
援されます。)

中断点番号 (NUMBER)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行中断点ｱﾄﾞﾚｽ(ｿﾌﾄｳｪｱ中断点用)中断点ｱﾄﾞﾚｽ (ADDRESS)

表5-66. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

中断点番号が存在しません。(この動作種別で)中断点番号は支援さ
れません。不正中断点 (RSP_ILLEGAL_BREAKPOINT : $A8)

不正中断点 (RSP_ILLEGAL_BREAKPOINT)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.23. 指定ｱﾄﾞﾚｽまで実行命令(CMND_RUN_TO_ADDR) [$1C]

現在のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ ｱﾄﾞﾚｽで実行を開始し、与えられたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ ｱﾄﾞﾚｽまで走行します。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)。命令が実行されると、状態は走行(RUNNING)に変わります。

表5-67. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

5 ($05)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, PCｱﾄﾞﾚｽ>

表5-68. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_RUN_TO_ADDR ($1C)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行停止ｱﾄﾞﾚｽ停止ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ値
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表5-69. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.24. 万能SPI命令(CMND_SPI_CMD) [$1D]

万能SPI命令を実行します。

従装置の状態 : 停止(STOPPED)

表5-70. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

5 ($05)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, COMMAND[4]>

表5-71. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_SPI_CMD ($1D)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×44ﾊﾞｲﾄSPI命令SPI命令 (COMMAND)

表5-72. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。SPIﾃﾞｰﾀ返答 (RSP_SPI_DATA : $88)SPI返答成功 (RSP_SPI_DATA)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません。
(SPI動作でなければなりません。)

不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.25. 事象ﾒﾓﾘ解除命令(CMND_CLEAR_EVENTS) [$22]

JTAGICEmkⅡに(ｿﾌﾄｳｪｱ中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)用の)事象ﾒﾓﾘ解除を指示します。必要とする量のﾒﾓﾘだけが解除されることを保証す
るため、ﾃﾞﾊﾞｲｽ記述子設定後に呼ばなければなりません。

表5-73. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-74. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_CLEAR_EVENTS ($22)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)
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表5-75. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.26. 目的対象回復命令(CMND_RESTORE_TARGET) [$23]

JTAGICEmkⅡに目的ﾃﾞﾊﾞｲｽを自由に走行できる状態への回復を指示します。これは装置停止前と(JTAGに関して)OCDを禁止する
前に、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の終了で行われることです。この命令は以下を行います。

・ 目的対象停止

・ ｿﾌﾄｳｪｱ中断点を元の命令で置換(回復)

・ 目的対象ﾘｾｯﾄ

・ 目的対象走行

表5-76. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-77. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_RESTORE_TARGET ($23)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

表5-78. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.27. JTAG命令書き込み命令(CMND_JTAG_INSTR) [$24]

IR(JTAG命令ﾚｼﾞｽﾀ)へJTAG命令を書きます。

表5-79. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

2 ($02)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)
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ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, IR_VALUE>

表5-80. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_JTAG_INSTR ($24)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]IRへ書くべき値IR値 (IR_VALUE)

表5-81. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行され、ﾃﾞｰﾀが返されました。成功 (RSP_SCAN_CHAIN_READ)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.28. JTAGﾃﾞｰﾀ読み書き命令(CMND_JTAG_DATA) [$25]

DR(JTAGﾃﾞｰﾀ ﾚｼﾞｽﾀ)とﾃﾞｰﾀを読み書きします。

表5-82. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, BITS, DATA>

表5-83. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_JTAG_DATA ($25)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]読み書きするﾋﾞｯﾄ数ﾋﾞｯﾄ数 (BITS)

[ﾊﾞｲﾄ]×4DRへ書くﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀ (DATA)

表5-84. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行され、ﾃﾞｰﾀが返されました。成功 (RSP_SCAN_CHAIN_READ)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.29. SABﾃﾞｰﾀ書き込み命令(CMND_JTAG_SAB_WRITE) [$28]

AVR32のSABへﾃﾞｰﾀを書きます。

表5-85. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

10 ($0A)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)
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ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, ADDRESS, DATA>

表5-86. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_JTAG_SAB_WRITE ($28)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×5ﾃﾞｰﾀを書くSABｱﾄﾞﾚｽSABｱﾄﾞﾚｽ (ADDRESS)

[ﾊﾞｲﾄ]×4SABへ書くﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀ (DATA)

表5-87. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

与えられた値が無効または範囲外でした。不正値 (RSP_ILLEGAL_VALUE)

5.1.30. SABﾃﾞｰﾀ読み込み命令(CMND_JTAG_SAB_READ) [$29]

AVR32のSABへﾃﾞｰﾀを書きます。

表5-88. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

6 ($06)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, ADDRESS>

表5-89. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_JTAG_SAB_WRITE ($28)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×5ﾃﾞｰﾀを読むSABｱﾄﾞﾚｽSABｱﾄﾞﾚｽ (ADDRESS)

表5-90. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行され、ﾃﾞｰﾀが返されました。成功 (RSP_SCAN_CHAIN_READ)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.31. JTAGﾃﾞｰﾀ塊読み込み命令(CMND_JTAG_BLOCK_READ) [$2C]

AVR32のSABからﾃﾞｰﾀの塊を読みます。

表5-91. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

7 ($07)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)
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ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, SIZE, ADDRESS>

表5-92. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_JTAG_BLOCK_READ ($2C)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]読む32ﾋﾞｯﾄ語数量 (SIZE)

[ﾊﾞｲﾄ]×5ﾃﾞｰﾀを読むSABｱﾄﾞﾚｽSABｱﾄﾞﾚｽ (ADDRESS)

表5-93. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行され、ﾃﾞｰﾀが返されました。成功 (RSP_SCAN_CHAIN_READ)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

5.1.32. JTAGﾃﾞｰﾀ塊書き込み命令(CMND_JTAG_BLOCK_WRITE) [$2D]

AVR32のSABへﾃﾞｰﾀの塊を書きます。

表5-94. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, ADDRESS, DATA>

表5-95. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_JTAG_SAB_WRITE ($28)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×8(埋め込みのために)ﾃﾞｰﾀを書くSABｱﾄﾞﾚｽSABｱﾄﾞﾚｽ (ADDRESS)

[ﾊﾞｲﾄ]×4SABへ書くﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀ (DATA)

表5-96. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

与えられた値が無効または範囲外でした。不正値 (RSP_ILLEGAL_VALUE)
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5.1.33. ｶﾌﾟｾﾙ化SPI命令(CMND_ISP_PACKET) [$2F]

JTAGICEmkⅡへ何れかのISP命令を送るのに使われます。AVRISPmkⅡ互換のISPﾊﾟｹｯﾄがJTAGICEmkⅡﾊﾟｹｯﾄにｶﾌﾟｾﾙ化されま
す。そしてJTAGIEmkⅡはAVRISPmkⅡと同じ様にISPﾊﾟｹｯﾄで動作します。表5-100.はJTAGICEmkⅡで支援されるISP命令を示しま
す。

ISP命令に関する更なる情報については「AVR069:AVRISPmkⅡ通信規約」資料を調べてください。

表5-97. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, <ISP_PACKET>>

表5-98. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_SPI_PACKET ($2F)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×nｶﾌﾟｾﾙ化されたAVRISPﾃﾞｰﾀISPﾊﾟｹｯﾄ (ISP_PACKET)

表5-99. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過

表5-100. JTAGICEmkⅡで支援されるAVRISPmkⅡ命令

命令 使用法

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令 (CMD_SET_PARAMETER)

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得ﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得命令 (CMD_GET_PARAMETER)

OSCCAL校正手順実行発振校正命令 (CMD_OSCCAL)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ機能用ｱﾄﾞﾚｽ格納ｱﾄﾞﾚｽ指定命令 (CMD_LOAD_ADDRESS)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作に置きます。ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令 (CMD_ENTER_PROGMODE_ISP)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を抜け出します。ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令 (CMD_LEAVE_PROGMODE_ISP)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽでﾁｯﾌﾟ消去を実行ISP ﾁｯﾌﾟ消去命令 (CMD_CHIP_ERASE_ISP)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込みISP ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令 (CMD_PROGRAM_FLASH_ISP)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出しISP ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令 (CMD_READ_FLASH_ISP)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROM書き込みISP EEPROM書き込み命令 (CMD_PROGRAM_EEPROM_ISP)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROM読み出しISP EEPROM読み出し命令 (CMD_READ_EEPROM_ISP)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞ書き込みISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令 (CMD_PROGRAM_FUSE_ISP)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞ読み出しISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令 (CMD_READ_FUSE_ISP)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽの施錠ﾋﾞｯﾄ書き込みISP 施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み命令 (CMD_PROGRAM_LOCK_ISP)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽの施錠ﾋﾞｯﾄ読み出しISP 施錠ﾋﾞｯﾄ読み出し命令 (CMD_READ_LOCK_ISP)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽの識票ﾊﾞｲﾄ読み出しISP 識票ﾊﾞｲﾄ読み出し命令 (CMD_READ_SIGNATURE_ISP)

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽの発振校正値ﾊﾞｲﾄ読み出しISP 発振校正値読み出し命令 (CMD_READ_OSCCAL_ISP)

ISP命令実行に使用される標準命令ISP複数命令 (CMD_SPI_MULTI)
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5.1.34. XMEGA消去命令(CMND_XMEGA_ERASE) [$34]

XMEGAの消去機能。

従装置の状態 : ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(PROGRAMMING)

表5-101. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

5 ($05)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, ERASE_MODE, ADDRESS>

表5-102. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]CMND_XMEGA_ERASE ($34)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]

$00 : XMEGA_ERASE_CHIP
$01 : XMEGA_ERASE_APP
$02 : XMEGA_ERASE_BOOT
$03 : XMEGA_ERASE_EEPROM
$04 : XMEGA_ERASE_APP_PAGE
$05 : XMEGA_ERASE_BOOT_PAGE
$06 : XMEGA_ERASE_EEPROM_PAGE
$07 : XMEGA_ERASE_USERSIG

消去種別 (ERASE_MODE)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行消去する領域の先頭位置(ｱﾄﾞﾚｽ)ｱﾄﾞﾚｽ (ADDRESS)

表5-103. 応答ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 説明

命令が実行されました。成功 (RSP_OK)

命令がJTAGICEmkⅡによって理解されませんでした。失敗 (RSP_FAILED)

操作はこのｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できません(JTAG/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)。不正ｴﾐｭﾚｰﾀ動作 (RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE)

操作は現在の状態に於いて目的MCUで実行することができません。不正MCU状態 (RSP_ILLEGAL_MCU_STATE)

定義された制限時間内に従装置が全く応答しません。時間超過
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5.2. 従装置応答

5.2.1. 成功(RSP_OK) [$80]

受け取り通知: 従装置は命令を理解し、全てが正常でした。

表5-104. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-105. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_OK ($80)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

5.2.2. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ返答(RSP_PARAMETER) [$81]

ｴﾐｭﾚｰﾀは要求されたﾊﾟﾗﾒｰﾀを返します。

表5-106. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, PARAMETER_VALUE>

表5-107. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_PARAMETER ($81)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×nﾊﾟﾗﾒｰﾀ値ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 (PARAMETER_VALUE)

5.2.3. ﾒﾓﾘ読み出し返答(RSP_MEMORY) [$82]

ｴﾐｭﾚｰﾀは要求されたﾒﾓﾘ塊を返します。

表5-108. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)
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ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, DATA>

表5-109. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_MEMORY ($82)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×nﾒﾓﾘ読み出し値読み出しﾃﾞｰﾀ値 (DATA)

5.2.4. 中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)読み出し返答(RSP_BREAK) [$83]

ｴﾐｭﾚｰﾀは要求された中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)だけを返します。

表5-110. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, TYPE, ADDRESS, MODE>

表5-111. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_BREAK ($83)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]$01: ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ中断点, $02: ﾃﾞｰﾀ中断点形式 (TYPE)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行中断点ｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽ (ADDRESS)

[ﾊﾞｲﾄ]
$00: (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断点-未使用),
$01: 読み込みで中断, $02: 書き込みで中断,
$03: 読み書きで中断

動作種別 (MODE)

5.2.5. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ読み出し返答(RSP_PC) [$84]

主装置へ現在のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ値を返します。

表5-112. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

5 ($05)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, PROGRAM_COUNTER>

表5-113. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_PC ($84)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ値ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ値 (PROGRAM_COUNTER)
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5.2.6. 自己検査返答(RSP_SELFTEST) [$85]

自己検査の結果を返します。自己検査の内容は後で記述されます。自己検査は2つの目的を扱います。

 1. 装置自身の健全性検証

 2. 実際のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ構成が動く(ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが正常、動かない線がない、など)ことの検証

表5-114. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下の9部分から成ります。

<MESSAGE_ID, SELFTEST_0, ～, SELFTEST_7>

表5-115. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_SELFTEST ($85)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]自己検査0結果 (TEST_SPECIFIC_RESULT自己検査0結果 (SELFTEST_0)

～～～

[ﾊﾞｲﾄ]自己検査7結果 (TEST_SPECIFIC_RESULT自己検査7結果 (SELFTEST_7)

自己検査命令(CMND_SELFTEST)によって8つまでの自己検査機能を選択することができます。各検査はそれが実行されたか否か
に拘らず、応答のための1ﾊﾞｲﾄを返します。個別の結果がSELFTEST値で、各特定検査に対して更に独自設定することができます。

表5-116. 返答

自己検査返答 値 意味

この自己検査は実行されませんでした。$00SELFTEST_SKIPPED

自己検査合格$01SELFTEST_OK

自己検査失敗$80SELFTEST_FAILED

内部USART検査失敗$81ST_USART_FAILURE

主装置側FOFO読み込み失敗$82ST_FIFO_M_FAILURE

従装置側FOFO読み込み失敗$83ST_FIFO_S_FAILURE

主装置側FOFO空ﾋﾞｯﾄ読み込み失敗$84ST_FIFO_M_EMPTY_FAILURE

従装置側FOFO空ﾋﾞｯﾄ読み込み失敗$85ST_FIFO_S_EMPTY_FAILURE

主装置側FOFO満ﾋﾞｯﾄ読み込み失敗$86ST_FIFO_M_FULL_FAILURE

従装置側FOFO満ﾋﾞｯﾄ読み込み失敗$87ST_FIFO_S_FULL_FAILURE

主装置側FOFO第9ﾋﾞｯﾄ読み込み失敗$88ST_FIFO_M_NINE_FAILURE

従装置側FOFO第9ﾋﾞｯﾄ読み込み失敗$89ST_FIFO_S_NINE_FAILURE

内部SRAM読み書き検査失敗$8AST_SRAM_FAILURE

JTAG TMS線Low駆動不能$8BST_JTAG_TMS_STUCK_HIGH

JTAG TCK線Low駆動不能$8CST_JTAG_TCK_STUCK_HIGH

JTAG TDI線Low駆動不能$8DST_JTAG_TDI_STUCK_HIGH

JTAG TMS線High駆動不能$8EST_JTAG_TMS_STUCK_LOW

JTAG線のTCKとTMSが共に結合の可能性$8FST_JTAG_TCK_STUCK_TMS

JTAG線のTDIとTMSが共に結合の可能性$90ST_JTAG_TDI_STUCK_TMS

JTAG TCK線High駆動不能$91ST_JTAG_TCK_STUCK_LOW

JTAG線のTMSとTCKが共に結合の可能性$92ST_JTAG_TMS_STUCK_TCK

JTAG線のTDIとTCKが共に結合の可能性$93ST_JTAG_TDI_STUCK_TCK

JTAG TDI線High駆動不能$94ST_JTAG_TDI_STUCK_LOW

JTAG線のTMSとTDIが共に結合の可能性$95ST_JTAG_TMS_STUCK_TDI

JTAG線のTCKとTDIが共に結合の可能性$96ST_JTAG_TCK_STUCK_TDI
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・ JTAG自己検査ﾒｯｾｰｼﾞは次の形式でしょう。

"JTAG接続失敗: %messge. ICEと目的対象間の物理的な接続を調べてください。"

・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE容量(ｷｬﾊﾟｼﾀﾝｽ)検査失敗の場合、次のようなﾒｯｾｰｼﾞが読めるでしょう。

"JTAGICEmkⅡはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE通信に影響を及ぼすかもしれないRESET線上の高容量を検出しました。目的対象回路でﾘｾｯﾄ線か
ら何れかの容量(ｺﾝﾃﾞﾝｻ)を取り去ってください。"

・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE駆動検査失敗の場合、次のようなﾒｯｾｰｼﾞが読めるでしょう。

"JTAGICEmkⅡは目的応用に於いてﾘｾｯﾄ線をLowに引き込めません。強すぎる抵抗器(低すぎる抵抗値)の使用がこれを起こし得
ます。推奨値は10kΩ台です。"

5.2.7. 開始返答(RSP_SIGN_ON) [$86]

主装置の開始命令に対する応答。この応答の目的はどのﾃﾞﾊﾞｲｽが接続され、ﾊｰﾄﾞｳｪｱとﾌｧｰﾑｳｪｱのどの版が使われるかをAVR Stu 
dioに告げることです。

表5-117. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, COMM_ID, M_MCU_BLDR, M_MCU_FW_MIN, M_MCU_FW_MAJ, M_MCU_HW, S_MCU_BLDR, S_MCU_FW_MIN, 
S_MCU_FW_MAJ, S_MCU_HW, SERIAL_NUMBER, DEVICE_ID_STR>

表5-118. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_SIGN_ON ($86)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]通信規約版番号通信規約版番号 (COMM_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]主MCUﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱ版番号主MCUﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ版番号 (M_MCU_BLDR)

[ﾊﾞｲﾄ]主MCUﾌｧｰﾑｳｪｱ版副番号主MCUﾌｧｰﾑｳｪｱ副番号 (M_MCU_FW_MIN)

[ﾊﾞｲﾄ]主MCUﾌｧｰﾑｳｪｱ版主番号主MCUﾌｧｰﾑｳｪｱ主番号 (M_MCU_FW_MAJ)

[ﾊﾞｲﾄ]主MCUﾊｰﾄﾞｳｪｱ版番号主MCUﾊｰﾄﾞｳｪｱ番号 (M_MCU_HW)

[ﾊﾞｲﾄ]従MCUﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱ版番号従MCUﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ版番号 (S_MCU_BLDR)

[ﾊﾞｲﾄ]従MCUﾌｧｰﾑｳｪｱ版副番号従MCUﾌｧｰﾑｳｪｱ副番号 (S_MCU_FW_MIN)

[ﾊﾞｲﾄ]従MCUﾌｧｰﾑｳｪｱ版主番号従MCUﾌｧｰﾑｳｪｱ主番号 (S_MCU_FW_MAJ)

[ﾊﾞｲﾄ]従MCUﾊｰﾄﾞｳｪｱ版番号従MCUﾊｰﾄﾞｳｪｱ番号 (S_MCU_HW)

[ﾊﾞｲﾄ]EEPROMに格納されたUSB用通し番号通番 (SERIAL_NUMBER)

[ﾊﾞｲﾄ]×n
"JTAGICE mkII",0
(0終端装置識別ASCII文字列)

装置識別文字列 (DEVICE_ID_STR)

5.2.8. 走査ﾁｪｰﾝ読み込み返答(RSP_SCAN_CHAIN_READ) [$87]

成功したJTAG走査ﾁｪｰﾝの直接読み込みからのﾃﾞｰﾀを返します。

表5-119. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

ﾊﾞｲﾄ単位でのﾒｯｾｰｼﾞ本体の量ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)



29

AVR067

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, DATA>

表5-120. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_SPI_DATA ($87)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×n、LSB先行JTAG走査ﾁｪｰﾝからの読み込みﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀ値 (DATA)

5.2.9. SPI読み出しﾃﾞｰﾀ返答(RSP_SPI_DATA) [$88]

SPI命令からのｸﾛｯｸ出力されたﾃﾞｰﾀを返します。

表5-121. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

2 ($02)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, DATA>

表5-122. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_SPI_DATA ($88)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]SPI命令からｸﾛｯｸ出力されたﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀ値 (DATA)

5.2.10. 失敗(RSP_FAILED) [$A0]

従装置は命令を理解できず、何も行いません。ﾒｯｾｰｼﾞ本体は実際に何が失敗したかの詳細情報を含めるために拡張でき、この点
に於いて更新されるかもしれません。

表5-123. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-124. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_FAILED ($A0)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)
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5.2.11. 不正なﾊﾟﾗﾒｰﾀ(RSP_ILLEGAL_PARAMETER) [$A1]

主装置は存在しないｴﾐｭﾚｰﾀのﾊﾟﾗﾒｰﾀの読み書きを試みました。

表5-125. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-126. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_ILLEGAL_PARAMETER ($A1)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

5.2.12. 不正ﾒﾓﾘ形式ｱｸｾｽ(RSP_ILLEGAL_MEMORY_TYPE) [$A2]

主装置は存在しないｴﾐｭﾚｰﾀのﾒﾓﾘ形式の読み書きを試みました。

表5-127. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-128. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_ILLEGAL_MEMORY_TYPE ($A2)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

5.2.13. 不正ﾒﾓﾘ範囲ｱｸｾｽ(RSP_ILLEGAL_MEMORY_RANGE) [$A3]

主装置は未支援のﾒﾓﾘ容量の読み書きを試みました。

表5-129. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-130. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_ILLEGAL_MEMORY_RANGE ($A3)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)
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5.2.14. ｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別による操作実行不能(RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE) [$A4]

主装置は現在のｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別で実行できない操作を要求しました。

表5-131. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

2 ($02)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, CURRENT_MODE>

表5-132. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_ILLEGAL_EMULATOR_MODE ($A4)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]
$00: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE(EMULATOR_MODE_DEBUGWIRE)
$01: JTAG(EMULATOR_MODE_JTAG)
$02: 未知(EMULATOR_MODE_UNKNOWN)

現在の動作種別 (CURRENT_MODE)

5.2.15. MCU状態による操作実行不能(RSP_ILLEGAL_MCU_STATE) [$A5]

主装置は目的MCUの現在の動作状態で実行できない操作を要求しました。

表5-133. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

2 ($02)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, CURRENT_MODE>

表5-134. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_ILLEGAL_MCU_STATE ($A5)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]
$00: 停止(STOPPED)
$01: 走行(RUNNING)
$02: ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(PROGRAMMING)

現在の動作状態 (CURRENT_MODE)

5.2.16. 不正値(RSP_ILLEGAL_VALUE) [$A6]

主装置はｴﾐｭﾚｰﾀのﾊﾟﾗﾒｰﾀに対して不正な値の書き込みを試みました。

表5-135. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)
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ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-136. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_ILLEGAL_VALUE ($A6)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

5.2.17. 不正中断点(RSP_ILLEGAL_BREAKPOINT) [$A8]

主装置は存在しない中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)の設定または取得を試みました。

表5-137. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-138. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_ILLEGAL_BREAKPOINT ($A8)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

5.2.18. 不正JTAG ID(RSP_ILLEGAL_JTAG_ID) [$A9]

主装置は目的ﾃﾞﾊﾞｲｽと一致しないJTAG IDでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作への移行を試みました。

表5-139. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-140. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_ILLEGAL_JTAG_ID ($A9)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

5.2.19. 不正命令(RSP_ILLEGAL_COMMAND) [$AA]

主装置は不正なｴﾐｭﾚｰﾀ命令の入出力、または未知の命令実行を試みました。

表5-141. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)
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ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-142. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_ILLEGAL_COMMNAD ($AA)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

5.2.20. 目的対象不正電源状態(RSP_NO_TARGET_POWER) [$AB]

主装置は目的ﾃﾞﾊﾞｲｽが電源OFFまたは未接続で命令の実行を試みました。

表5-143. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-144. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_NO_TARGET_POWER ($AB)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

5.2.21. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE同期失敗(RSP_DEBUGWIRE_SYNC_FAILED) [$AC]

主装置がﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE動作への移行を試みましたが、ﾘｾｯﾄ線に対する応答がありませんでした。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREの同期が達成されま
せんでした。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREへのｴﾐｭﾚｰﾀ動作ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令(CMND_SET_PARAMETER)によってのみ、または他のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE動作命令の可
能性で有り得ます。

表5-145. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-146. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_DEBUGWIRE_SYNC_FAILED ($AC)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)
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5.2.22. JTAGICEmkⅡ電力不足(RSP_ILLEGAL_POWER_STATE) [$AD]

この応答はJTAGICEmkⅡがUSB電力で動くけれど、100mA動作だけで接続された時のどの命令に対しても送られます。JTAGICE 
mkⅡは節電動作で、どの命令に対しても通常のように応答しません。

表5-147. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

各ﾊﾟｹｯﾄ送出毎に1増加。順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表5-213. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]RSP_ILLEGAL_POWER_STATE ($AD)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

6. 事象

6.1. 序説

事象は他の方法で行う先行命令なしで、従装置(JTAGICEmkⅡ)から主装置(AVR Studio)へ送られるﾒｯｾｰｼﾞです。事象の代表的な
例は中断(BREAK)で、ｴﾐｭﾚｰﾀは永遠に走行することができますが、急に中断条件が真になると、ｴﾐｭﾚｰﾀは中断します。ｴﾐｭﾚｰﾀは
主装置へ中断(BREAK)事象を発行し、そして誰かが適切な動きを取ります。本章は全ての事象を一覧にします。

6.2. 事象

6.2.1. 中断事象(EVT_BREAK) [$E0]

中断条件に出会うと、ｴﾐｭﾚｰﾀは走行(RUNNING)状態から停止(STOPPED)状態になります。

表6-1. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

(事象用に予約されている) $FFFF 順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

6 ($06)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, PROGRAM_COUNTER, BREAK_CAUSE>

表6-2. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ (tinyAVR/megaAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ)

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]EVT_BREAK ($E0)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ値ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ (PROGRAM_COUNTER)

[ﾊﾞｲﾄ]
$00=特定不能, $01=ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断,
$02=ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑまたはﾃﾞｰﾀ単独中断,
$03=ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ,ﾃﾞｰﾀまたは遮蔽単独中断

中断原因 (BREAK_CAUSE)
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6.2.2. 目的対象電源ON事象(EVT_TARGET_POWER_ON) [$E4]

ｴﾐｭﾚｰﾀは目的対象の電源がOFFされてその後にONされた場合にこの事象を送ります。AVR Studioはこれにより、活動しなければ
なりません。

表6-3. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

(事象用に予約されている) $FFFF 順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表6-4. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]EVT_TARGET_POWER_ON ($E4)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

6.2.3. 目的対象電源OFF事象(EVT_TARGET_POWER_OFF) [$E5]

ｴﾐｭﾚｰﾀは目的対象の電源がONされてその後にOFFされた場合にこの事象を送ります。AVR Studioはこれにより、活動しなければ
なりません。

表6-5. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

(事象用に予約されている) $FFFF 順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表6-6. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]EVT_TARGET_POWER_OFF ($E5)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

6.2.4. 目的対象外部ﾘｾｯﾄ事象(EVT_EXT_RESET) [$E7]

目的対象が(未だ走行中、)外部的にﾘｾｯﾄされました。

表6-7. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

(事象用に予約されている) $FFFF 順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)
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ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表6-8. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]EVT_EXT_RESET ($E7)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

6.2.5. 目的対象休止移行事象(EVT_TARGET_SLEEP) [$E8]

目的対象は走行中ですが、休止状態(動作)へ移行しました。

表6-9. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

(事象用に予約されている) $FFFF 順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表6-10. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]EVT_TARGET_SLEEP ($E8)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

6.2.6. 目的対象起動復帰事象(EVT_TARGET_WAKEUP) [$E9]

目的対象が休止状態(動作)から起き上がりました。

表6-11. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

(事象用に予約されている) $FFFF 順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表6-12. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]EVT_TARGET_WAKEUP ($E9)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

6.2.7. 不正電源状態事象(EVT_POWER_ERROR_STATE) [$EA]

JTAGICEmkⅡが不正な電源状態に入り(例えば、非給電USBﾊﾌﾞからの電力取得の試み)、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを継続することができません。

表6-13. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

(事象用に予約されている) $FFFF 順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)
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ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表6-14. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]EVT_ICE_POWER_ERROR_STATE ($EA)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

6.2.8. 電源正常事象(EVT_POWER_OK) [$EB]

JTAGICEmkⅡ電力供給元は全操作に関して大丈夫です。

表6-15. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

(事象用に予約されている) $FFFF 順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表6-16. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]EVT_ICE_POWER_OK ($EB)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

6.2.9. IDR書き込み事象(EVT_IDR_DIRTY) [$EC]

目的ﾃﾞﾊﾞｲｽはIDRﾚｼﾞｽﾀを書かれました。

表6-17. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

(事象用に予約されている) $FFFF 順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

2 ($02)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID, IDR値>

表6-18. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]EVT_IDR_DIRTY ($EC)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)

[ﾊﾞｲﾄ]目的応用によってIDRに書かれた値IDR値 (IDR)
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6.2.10. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE異常事象(EVT_ERROR_PHY_x) [$xx]

表6-19. 異常事象

事象名 値

$E2EVT_ERROR_PHY_FORCE_BREAK_TIMEOUT

$E3EVT_ERROR_PHY_RELEASE_BREAK_TIMEOUT

$EDEVT_ERROR_PHY_MAX_BIT_LENGTH_DIFF

$F0EVT_ERROR_PHY_SYNC_TIMEOUT

$F4EVT_ERROR_PHY_SYNC_TIMEOUT_BAUD

$F5EVT_ERROR_PHY_SYNC_OUT_OF_RANGE

$F6EVT_ERROR_PHY_SYNC_WAIT_TIMEOUT

$F7EVT_ERROR_PHY_RECEIVE_TIMEOUT

$F8EVT_ERROR_PHY_RECEIVED_BREAK

$F9EVT_ERROR_PHY_OPT_RECEIVE_TIMEOUT

$FAEVT_ERROR_PHY_OPT_RECEIVED_BREAK

$FBEVT_ERROR_PHY_NO_ACTIVITY

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE異常事象はAVR Studioでﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択がﾁｪｯｸされている時にだけ見えるでしょう。

標準動作については異常状態発生時にただﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE入出力失敗表示が起きます。使用者はこの低位異常ﾒｯｾｰｼﾞで悩んでは
なりません。

表6-20. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

構成物名 説明

ASCIIのESC文字($1B)ﾒｯｾｰｼﾞ開始 (MESSAGE_START)

(事象用に予約されている) $FFFF 順序番号 (SEQUENCE_NUMBER)

1 ($01)ﾒｯｾｰｼﾞ量 (MESSAGE_SIZE)

ASCIIのSO文字($0E)証拠印 (TOKEN)

以下をご覧ください。ﾒｯｾｰｼﾞ本体 (MESSAGE_BODY)

2ﾊﾞｲﾄのCRC循環冗長符号 (CRC)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)は以下から成ります。

<MESSAGE_ID>

表6-21. ﾒｯｾｰｼﾞ本体ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 使用法 形式

[ﾊﾞｲﾄ]EVT_ERROR_PHY_x ($E2～$FB)ﾒｯｾｰｼﾞ識別子 (MESSAGE_ID)
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7. USB記述子
本章はJTAGICEmkⅡのUSB通信関連で使われる記述子を一覧にします。

7.1. 装置記述子

表7-1. 装置記述子

領域 値 説明変位

0 この記述子の容量は18ﾊﾞｲﾄです。$12bLength

1 $01bDescriptorType 装置記述子形式

2 $0110bcdUSB 装置はUSB仕様1.10版に適合

4 $FFbDeviceClass 装置ｸﾗｽは供給者指定

5 $00bDeviceSubClass 各ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽがそれ自身の補助ｸﾗｽ情報を指定

6 $00bDeviceProtocol 装置基本規約なし

7 $10bMaxPacketSize0 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ0に対する最大ﾊﾟｹｯﾄ容量は16です。

8 $03EBidVendor 供給者識別は1003: Atmel Corporationです。

10 $2103idProduct 製品識別は$2103です。

12 $0200bcdDevice 装置公開番号は2.00です。

14 $01iManufacturer 製造業者を記述する文字列記述子の指標は1です。

15 $02iProduct 製品を記述する文字列記述子の指標は2です。

16 $03iSerialNumber 通番を記述する文字列記述子の指標は3です。

17 $01bNumConfigurations 装置は利用可能な1つの構成設定を持ちます。

7.2. 構成設定記述子

表7-2. 構成設定記述子

領域 値 説明変位

0 この記述子の容量は9ﾊﾞｲﾄです。$09bLength

1 $02bDescriptorType 構成設定記述子形式

2 $0020wTotalLength
本構成設定に関するﾃﾞｰﾀ合計長は32です。
これは返される全記述子の組み合わせ長を含みます。

4 $01bNumInterface この構成設定は1つのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを支援します。

5 $01bConfigurationValue この構成設定を選択するのに値1が使われるべきです。

6 $00iConfiguration 装置はこの構成設定を記述する文字列記述子を持ちません。

7 $80bmAttributes 構成設定特性、ﾋﾞｯﾄ7: (予約)

8 $FAbMaxPower この構成設定での装置の最大消費電力は500mAです。

7.3. ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ記述子

表7-3. ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ記述子

領域 値 説明変位

0 この記述子の容量は9ﾊﾞｲﾄです。$09bLength

1 $04bDescriptorType ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ記述子形式

2 $00bInterfaceNumber このｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ番号は0です。

3 $00bAlternateSetting 本ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに対する代替設定選択に使う値は0です。

4 $02bNumEndpoints 本ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで使われるｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ数は(ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ0を除き)2です。

5 $FFbInterfaceClass ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ｸﾗｽは供給者指定

6 $00bInterfaceSubClass 補助ｸﾗｽ符号は$00です。

7 $00bInterfaceProtocol 本ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはどのｸﾗｽ特定規約も使いません。

8 $00iInterface 装置はこのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを記述する文字列記述子を持ちません。
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7.4. INｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ記述子

表7-4. INｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ記述子

領域 値 説明変位

0 この記述子の容量は7ﾊﾞｲﾄです。$07bLength

1 $05bDescriptorType ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ記述子形式

2 $82bEndpointAddress これは(ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ番号)2のｱﾄﾞﾚｽを持つINｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄです。

3 $02bmAttributes 形式 - 転送:大量(ﾊﾞﾙｸ)、同期:なし、使用法:ﾃﾞｰﾀ ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ

4 $0040wMaxPacketSize 
本ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄに対する最大ﾊﾟｹｯﾄ容量は$40(ﾋﾞｯﾄ12,11:追加転送谷処理/
ﾌﾚｰﾑ)です。

6 $0AbInterval ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ間隔は10(ms)です。(大量(ﾊﾞﾙｸ)時無効)

7.5. OUTｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ記述子

表7-5. OUTｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ記述子

領域 値 説明変位

0 この記述子の容量は7ﾊﾞｲﾄです。$07bLength

1 $05bDescriptorType ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ記述子形式

2 $02bEndpointAddress これは(ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ番号)2のｱﾄﾞﾚｽを持つOUTｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄです。

3 $02bmAttributes 形式 - 転送:大量(ﾊﾞﾙｸ)、同期:なし、使用法:ﾃﾞｰﾀ ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ

4 $0040wMaxPacketSize 
本ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄに対する最大ﾊﾟｹｯﾄ容量は$40(ﾋﾞｯﾄ12,11:追加転送谷処理/
ﾌﾚｰﾑ)です。

6 $0AbInterval ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ間隔は10(ms)です。(大量(ﾊﾞﾙｸ)時無効)

8. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
以下の表はｴﾐｭﾚｰﾀ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ書き込み命令(CMND_SET_PARAMETER)とｴﾐｭﾚｰﾀ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ読み込み命令(CMND_GET_PARAMETE 
R)を通して保持されるJTAGICEmkⅡの全ﾊﾟﾗﾒｰﾀを記述します。

表8-1. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ説明

識別子 形式説明 値読み書き

$01 ﾊｰﾄﾞｳｪｱ版番号
[ﾊﾞｲﾄ]主MCU版番号
[ﾊﾞｲﾄ]従MCU版番号

R ﾊｰﾄﾞｳｪｱ版番号文字列

$02 ﾌｧｰﾑｳｪｱ版番号

[ﾊﾞｲﾄ]主MCU副番号
[ﾊﾞｲﾄ]主MCU主番号
[ﾊﾞｲﾄ]従MCU副番号
[ﾊﾞｲﾄ]従MCU主番号

R ﾌｧｰﾑｳｪｱ版番号文字列

$03
ｴﾐｭﾚｰﾀ動作種別
(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREまたはJTAG)

[ﾊﾞｲﾄ] R/W

$00:ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE, $01:megaAVR用JTAG,
$02:未知/なし(既定), $03:SPI,
$04:AVR32用JTAG, $05:XMEGA用JTAG,
$06:XMEGA用PDI

$04 (未使用) (未使用)

$05
ﾎﾞｰﾚｰﾄ(既定=4:19200bps)。
RS232構成は8ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞｰﾀ,ﾊﾟﾘﾃｨなし,
1停止ﾋﾞｯﾄ

[ﾊﾞｲﾄ] R/W
$01:2400, $02:4800, $03:9600,
$04:19200(既定), $05:38400,
$06:57600, $07:115200, $08:14400

$06 OCD 目的対象電圧(Vtarget) [ﾊﾞｲﾄ]×2、LSB先行 R 目的対象からの読み取り

$07 OCD JTAGｸﾛｯｸ [ﾊﾞｲﾄ] R/W
JTAGｸﾛｯｸの設定/解除間の遅延。
(4MHz以上の対象)遅延なし=$00

$08 OCD 中断原因 [ﾊﾞｲﾄ] R 中断に於いて目的対象からの読み取り

$09 目的ﾃﾞﾊﾞｲｽ停止動作時計時器動作 [ﾊﾞｲﾄ] R/W $00:計時器停止(既定), $01:計時器走行

$0A 流れの変化での中断 [ﾊﾞｲﾄ] R/W $00

$0B 中断ｱﾄﾞﾚｽ1 [ﾊﾞｲﾄ]×2、LSB先行 R/W (未使用)

$0C 中断ｱﾄﾞﾚｽ2 [ﾊﾞｲﾄ]×2、LSB先行 R/W (未使用)

$0D 組み合わせ中断制御 [ﾊﾞｲﾄ] R/W (未使用)

$0E JTAG ID文字列 [ﾊﾞｲﾄ]×4 R ﾃﾞﾊﾞｲｽ特定

次頁へ続く
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表8-1 (続き). ﾊﾟﾗﾒｰﾀ説明

識別子 形式説明 値読み書き

$0F (未使用) (未使用)

$10 (未使用) (未使用)

$11 (未使用) (未使用)

$12 (未使用) (未使用)

$13 外部ﾘｾｯﾄ [ﾊﾞｲﾄ] R/W $00:なし, $01:有り(既定)

$14 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ ﾍﾟｰｼﾞ容量 [ﾊﾞｲﾄ]×2、LSB先行 R/W ﾃﾞﾊﾞｲｽ指定

$15 EEPROMﾍﾟｰｼﾞ容量 [ﾊﾞｲﾄ] R/W ﾃﾞﾊﾞｲｽ指定

$16 (未使用) (未使用)

$17 PSB1 [ﾊﾞｲﾄ]×2、LSB先行 R/W (未使用)

$18 PSB2 [ﾊﾞｲﾄ]×2、LSB先行 R/W (未使用)

$19 (未使用) (未使用)

$1A 目的MCU状態 [ﾊﾞｲﾄ] R
$00:停止(STOPPED), $01:走行(RUNNING)
$02:ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(PROGRAMMING)

$1B ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ情報

[ﾊﾞｲﾄ]前ﾃﾞﾊﾞｲｽ数
[ﾊﾞｲﾄ]後ﾃﾞﾊﾞｲｽ数
[ﾊﾞｲﾄ]前ﾋﾞｯﾄ数
[ﾊﾞｲﾄ]後ﾋﾞｯﾄ数

R/W

$1C ﾌﾞｰﾄ ｱﾄﾞﾚｽ [ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行 R/W

$1D 目的ﾃﾞﾊﾞｲｽ識票 [ﾊﾞｲﾄ]×2、LSB先行 R 目的ﾃﾞﾊﾞｲｽから読み取り

$1E (未使用) (未使用)

$1F ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開始点 [ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行 W

$22 CANﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ読み込み [ﾊﾞｲﾄ] R/W
$00:CANﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ読み込みなし,
$01:CANﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ読みこみ

$23 IDR事象許可 [ﾊﾞｲﾄ] W $00:OSCCALｱｸｾｽ, $01:IDRｱｸｾｽ

$24 走査ﾁｪｰﾝでのﾍﾟｰｼﾞ書き込み許可 [ﾊﾞｲﾄ] W $00:不許可, $01:許可

$2D (停止(SIGN-OFF)後の)ｿﾌﾄ ﾘｾｯﾄ [ﾊﾞｲﾄ] W $00:ﾊｰﾄﾞ ﾘｾｯﾄ, $03:ﾘｾｯﾄなし

$31 NVM制御器のPDIｵﾌｾｯﾄ [ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行 W ﾃﾞﾊﾞｲｽ指定

$33 ﾌﾗｯｼｭ応用領域のPDIｵﾌｾｯﾄ [ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行 W ﾃﾞﾊﾞｲｽ指定

$33 ﾌﾗｯｼｭ ﾌﾞｰﾄ領域のPDIｵﾌｾｯﾄ [ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行 W ﾃﾞﾊﾞｲｽ指定

$37 AVR32 JTAG許可手順 [ﾊﾞｲﾄ] W $00:JTAG無許可, $01:JTAG許可手順使用

$38 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ後走行 [ﾊﾞｲﾄ] W
$00:目的対象停止(STTOPED)保持,
$01:目的対象走行許容

$40 ﾊﾟｹｯﾄ解析異常 [ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行 R

$41 有効受信ﾊﾟｹｯﾄ [ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行 R

$42 相互通信送信失敗 [ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行 R

$43 相互通信受信失敗 [ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行 R

$44 CRC異常 [ﾊﾞｲﾄ]×4、LSB先行 R

$45 電力源 [ﾊﾞｲﾄ] R $00:外部, $01:USB
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9. ﾃﾞﾊﾞｲｽ記述子ﾌｧｲﾙ
以下はﾃﾞﾊﾞｲｽ記述子設定命令(CMND_SET_DEVICE_DESCRIPTOR)によって使われる定義済みﾊﾟﾗﾒｰﾀです。

unsigned char ucReadIO[8]; // LSB=I/O位置 0, MSB= I/O位置 63
unsigned char ucReadIOShadow[8]; // LSB=I/O位置 0, MSB= I/O位置 63
unsigned char ucWriteIO[8]; // LSB=I/O位置 0, MSB= I/O位置 63
unsigned char ucWriteIOShadow[8]; // LSB=I/O位置 0, MSB= I/O位置 63
unsigned char ucReadExtIO[52]; // LSB=I/O位置96, MSB= I/O位置511
unsigned char ucReadIOExtShadow[52]; // LSB=I/O位置96, MSB= I/O位置511
unsigned char ucWriteExtIO[52]; // LSB=I/O位置96, MSB= I/O位置511
unsigned char ucWriteIOExtShadow[52]; // LSB=I/O位置96, MSB= I/O位置511
unsigned char ucIDRAddress; // IDRｱﾄﾞﾚｽ
unsigned char ucSPMCRAddress; // SPMCRﾚｼﾞｽﾀ ｱﾄﾞﾚｽとdW基準PC
unsigned long ulBootAddress; // ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ開始ｱﾄﾞﾚｽ
unsigned char ucRAMPZAddress; // SRAM I/O空間でのRAMPZﾚｼﾞｽﾀ ｱﾄﾞﾚｽ
unsigned int uiFlashPageSize; // ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞ容量(本値での2のべき乗が容量)
unsigned char ucEepromPageSize; // ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾊﾞｲﾄでのEEPROMﾍﾟｰｼﾞ容量
unsigned int uiUpperExtIOLoc; // 拡張I/O最終位置(0=拡張I/Oなし)
unsigned long ulFlashSize; // ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ容量
unsigned char ucEepromInst[20]; // EEPROM読み書き用命令手順(命令群)
unsigned char ucFlashInst[3]; // ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み書き用命令手順(命令群)
unsigned char ucSPHaddr; // ｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀ上位
unsigned char ucSPLaddr; // ｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀ下位
unsigned int uiFlashpages; // ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内ﾍﾟｰｼﾞ数
unsigned char ucDWDRAddress; // DWDRﾚｼﾞｽﾀ ｱﾄﾞﾚｽ
unsigned char ucDWBasePC; // ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ(PC)の基準/遮蔽値
unsigned char ucAllowFullPageBitstream; // 全ての新ﾃﾞﾊﾞｲｽに於いてFALSE
unsigned int uiStartSmallestBootLoaderSection //
unsigned char EnablePageProgramming; // JTAGﾃﾞﾊﾞｲｽ専用(既定:TRUE)
unsigned char ucCacheType; // ｷｬｯｼｭ形式、$00=標準,$01=CAN形式
unsigned int uiSramStartAddr // SRAM開始ｱﾄﾞﾚｽ
unsigned char ucResetType; // ﾘｾｯﾄ形式、$00
unsigned char ucPCMaskExtended; // 拡張PC付きﾃﾞﾊﾞｲｽ専用
unsigned char ucPCMaskHigh; // PC上位遮蔽値
unsigned char ucEindAddress; // EINDﾚｼﾞｽﾀ ｱﾄﾞﾚｽ
unsigned int EECRAddress; // EECR I/Oｱﾄﾞﾚｽ 
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10. ﾒﾓﾘ形式
SRAM読み込み時、ｱﾄﾞﾚｽ範囲に依存して3つの異なる動きが取られ得ま
す。ｱﾄﾞﾚｽが$0000～$001Fの範囲なら、JTAGICEmkⅡは汎用作業ﾚｼﾞｽ
ﾀ ﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀを取得します。ｱﾄﾞﾚｽが$0020～$005Fの範囲なら、ﾃﾞｰ
ﾀはI/Oﾚｼﾞｽﾀ ﾌｧｲﾙから取得されます。AVRが拡張I/Oﾚｼﾞｽﾀを支援し、
ｱﾄﾞﾚｽが$00FF以下の範囲なら、ﾃﾞｰﾀは拡張I/Oﾚｼﾞｽﾀ ﾌｧｲﾙから取得さ
れます。

拡張I/Oﾚｼﾞｽﾀ ﾌｧｲﾙが使われない時にｱﾄﾞﾚｽが$005Fを越える場合、
ﾃﾞｰﾀは内部/外部SRAMから取得されます。拡張I/Oﾚｼﾞｽﾀ ﾌｧｲﾙが使わ
れる場合、内部/外部SRAMからﾃﾞｰ ﾀを取得するのに、ｱﾄﾞﾚｽは$00FFを
越えなければなりません。

ﾒﾓﾘ形式SPM読み込みは単一ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ語を読む一方でFLASH_PAGEは
ﾍﾟｰｼﾞ全体を読みます。ﾒﾓﾘ書き込みはﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ全体を書くのにFLAS 
H_PAGEを使います。SPMは単一ﾍﾟｰｼﾞを書くためにだけ使われます。

ﾒﾓﾘ形式EEPROM_PAGEはﾍﾟｰｼﾞ書き込みとﾊﾞｲﾄ読み込みで使います。
ﾒﾓﾘ形式FUSE_BI TS、LOCK_BITS、OSCCAL_BYTEはﾊﾞｲﾄの読み/(書
き)に使います。

JTAGICEmkⅡへ送られるｱﾄﾞﾚｽは全ﾒﾓﾘ形式についてﾊﾞｲﾄ ｱﾄﾞﾚｽです。
開始ｱﾄﾞﾚｽの供給だけを必要とします。

ｴﾐｭﾚｰﾀのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾒﾓﾘ読み込み異常をResp_FAILEDとして報告しま
す。未知のﾒﾓﾘ形式読み込みは無視されます。未知のﾒﾓﾘ形式書き込み
も無視されます。

ﾒﾓﾘ形式CANはこのﾒﾓﾘ形式がｱｸｾｽされる毎に300ﾊﾞｲﾄを読むことによって処理されます。ﾒﾓﾘ形式CANのｱｸｾｽはCANﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ
読み込みﾊﾟﾗﾒｰﾀによって制御されます。CANﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ読み込みﾊﾟﾗﾒｰﾀが真なら、300ﾊﾞｲﾄ全てを読み、偽なら読みません。

CANﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽへの書き込みもﾒﾓﾘ形式CANを使うことによって行われます。各ﾊﾞｲﾄの編集/書き込みに対して、そのﾊﾞｲﾄのｱﾄﾞﾚｽと
共にこのﾒﾓﾘ形式でﾒﾓﾘ書き込み命令(CMND_WRITE_MEMORY)を呼ぶべきです。

11. 中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)
OCDｼｽﾃﾑは中断点(ﾌﾞｰﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)を設定するのに中断点比較器を使います。中断点制御部は2つの単一ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ中断点と2
つの組み合わせ中断点を含みます。どちらも一緒にして4つの中断点を構成することができます(1つの中断点は常に命令１段実行
(ｼﾝｸﾞﾙ ｽﾃｯﾌﾟ)用に使われます)。

・ 4つの単一ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ中断点

・ 3つの単一ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ中断点 + 1つの単一ﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘ中断点

・ 2つの単一ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ中断点 + 2つの単一ﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘ中断点

・ 2つの単一ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ中断点 + 1つの遮蔽付きﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ中断点(範囲中断点)

・ 2つの単一ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ中断点 + 1つの遮蔽付きﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘ中断点(範囲中断点)

ﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘ中断点は、ﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘ読み込み、ﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘ書き込み、ﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘ読み書きの3つの形態の1つに設定することができます。
ﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘ中断は中断条件を引き起こした命令の終了後にAVR CPUを停止(STOPPED)状態に設定します。

ﾃﾞｰﾀ内容での中断は支援されません。

OCDｼｽﾃﾑは中断点制御部内に各種ﾚｼﾞｽﾀを含みます。

PSB0とPSB1(単一ｱﾄﾞﾚｽでの中断)はCPUからのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀに対する16ﾋﾞｯﾄ比較ﾚｼﾞｽﾀです。

PDMSB(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ/ﾃﾞｰﾀの遮蔽/単一中断)はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘまたはﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘのどちらかのｱﾄﾞﾚｽでの単一中断点を設定するのに使わ
れるﾚｼﾞｽﾀです。また、PDMSBはPDSB比較器に対するｱﾄﾞﾚｽの遮蔽としても働き、それによって"範囲中断"を実行します。

PDSB(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ/ﾃﾞｰﾀ単一中断)はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘまたはﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘのどちらかのｱﾄﾞﾚｽでの単一中断点を設定するのに使われます。ま
た、PDMSBはPDSB比較器に対するｱﾄﾞﾚｽを遮蔽することができ、これによって"範囲中断"を実行します。

BCR(中断制御ﾚｼﾞｽﾀ)は上で言及した4つの各種中断ﾚｼﾞｽﾀの設定を制御するのに使われる数ある中の1つです。

JTAGICEmkⅡに中断点を設定するため、AVR StudioはPSB0とPSB1のﾚｼﾞｽﾀを設定するのにｴﾐｭﾚｰﾀ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ書き込み命令(CMND 
_SET_PARAMETER)を使います。この場合、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ書き込み命令のｱﾄﾞﾚｽは中断点が置かれる場所のｱﾄﾞﾚｽで、値はPSB0またはPS 
B1のどちらの中断点がこの位置に設定されるべきかを示します(0=PSB0,1=PSB1)。必要なBCRの変更は自動的に行われます。

ｴﾐｭﾚｰﾀ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ書き込み命令(CMND _SET_PARAMETER)と中断点ｱﾄﾞﾚｽ1,2のﾊﾟﾗﾒｰﾀはPDMSBとPDSBのﾚｼﾞｽﾀを設定します。こ
の場合、BCRは自動的に変更されません。PDMSBとPDSBの中断点を活性(有効)にするため、BCRを正しい値に設定するのにｴﾐｭ
ﾚｰﾀ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ書き込み命令(CMND _SET_PARAMETER)と組み合わせ中断制御のﾊﾟﾗﾒｰﾀが使われるべきです。JTAGICEmkⅡ中断
時、全ての中断点が解除され、従って中断点は各走行に先立って設定されなければなりません。中断点解除命令(CMND_CLR_B 
REAK)の必要はありません。

表10-1. ﾒﾓﾘ形式

MEM_TYPE値ﾒﾓﾘ領域

IO_SHADOW $30

SRAM $20

EEPROM $22

EVENT $60

SPM $A0

FLASH_PAGE $B0

EEPROM_PAGE $B1

FUSE_BITS $B2

LOCK_BITS $B3

SIGN_JTAG $B4

OSCCAL_BYTE $B5

CAN $B6

XMEGA_APPLICATION_FLASH $C0

XMEGA_BOOT_FLASH $C1

XMEGA_USER_SIGNATURE $C5

XMEGA_CALIBRATION_SIGNATURE $C6
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12. CRC16計算
以下のｿｰｽ ｺｰﾄﾞがCRC16計算を実行してJTAGICEmkⅡ通信規約を検証します。受信した命令の完全性を検証するのにVerifyChe 
cksum関数を使います。ﾒｯｾｰｼﾞの完全性が維持されていれば真(TRUE)を返し、さもなければ偽(FALSE)を返します。

ﾒｯｾｰｼﾞを送る前にﾒｯｾｰｼﾞに2ﾊﾞｲﾄのCRC16を追加するのにAppendChecksum関数を使います。

crc16.h

#ifndef CRC16_H
#define CRC16_H
class Crc16
{
public: // ﾒｯｾｰｼﾞのﾁｪｸｻﾑ計算
 static unsigned short Checksum( const unsigned char* message, unsigned long length,  unsigned short crc = 0xffff);
 // 最終2ﾊﾞｲﾄがﾒｯｾｰｼﾞの有効なCRC(LSB先行)であることを検証
 static bool VerifyChecksum( const unsigned char* message, unsigned long length);
 // ﾒｯｾｰｼﾞに2ﾊﾞｲﾄのCRC(LSB先行)を追加。lengthはCRCを除くﾒｯｾｰｼﾞの容量です。
 // CRCﾊﾞｲﾄ用の空間が先に割り当てられていなければなりません!
 static void AppendChecksum( unsigned char* message,  unsigned long length);
}
;#endif
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crc16.cpp

#include "Crc16.h"
// ﾃﾞｰﾀ転送層crc16.hから取られる符号
// CRC16定義
const unsigned short crc_table[256] =
{ 0x0000, 0x1189, 0x2312, 0x329B, 0x4624, 0x57AD, 0x6536, 0x74BF,
 0x8C48, 0x9DC1, 0xAF5A, 0xBED3, 0xCA6C, 0xDBE5, 0xE97E, 0xF8F7,
 0x1081, 0x0108, 0x3393, 0x221A, 0x56A5, 0x472C, 0x75B7, 0x643E,
 0x9CC9, 0x8D40, 0xBFDB, 0xAE52, 0xDAED, 0xCB64, 0xF9FF, 0xE876,
 0x2102, 0x308B, 0x0210, 0x1399, 0x6726, 0x76AF, 0x4434, 0x55BD,
 0xAD4A, 0xBCC3, 0x8E58, 0x9FD1, 0xEB6E, 0xFAE7, 0xC87C, 0xD9F5,
 0x3183, 0x200A, 0x1291, 0x0318, 0x77A7, 0x662E, 0x54B5, 0x453C,
 0xBDCB, 0xAC42, 0x9ED9, 0x8F50, 0xFBEF, 0xEA66, 0xD8FD, 0xC974,
 0x4204, 0x538D, 0x6116, 0x709F, 0x0420, 0x15A9, 0x2732, 0x36BB,
 0xCE4C, 0xDFC5, 0xED5E, 0xFCD7, 0x8868, 0x99E1, 0xAB7A, 0xBAF3,
 0x5285, 0x430C, 0x7197, 0x601E, 0x14A1, 0x0528, 0x37B3, 0x263A,
 0xDECD, 0xCF44, 0xFDDF, 0xEC56, 0x98E9, 0x8960, 0xBBFB, 0xAA72,
 0x6306, 0x728F, 0x4014, 0x519D, 0x2522, 0x34AB, 0x0630, 0x17B9,
 0xEF4E, 0xFEC7, 0xCC5C, 0xDDD5, 0xA96A, 0xB8E3, 0x8A78, 0x9BF1,
 0x7387, 0x620E, 0x5095, 0x411C, 0x35A3, 0x242A, 0x16B1, 0x0738,
 0xFFCF, 0xEE46, 0xDCDD, 0xCD54, 0xB9EB, 0xA862, 0x9AF9, 0x8B70,
 0x8408, 0x9581, 0xA71A, 0xB693, 0xC22C, 0xD3A5, 0xE13E, 0xF0B7,
 0x0840, 0x19C9, 0x2B52, 0x3ADB, 0x4E64, 0x5FED, 0x6D76, 0x7CFF,
 0x9489, 0x8500, 0xB79B, 0xA612, 0xD2AD, 0xC324, 0xF1BF, 0xE036,
 0x18C1, 0x0948, 0x3BD3, 0x2A5A, 0x5EE5, 0x4F6C, 0x7DF7, 0x6C7E,
 0xA50A, 0xB483, 0x8618, 0x9791, 0xE32E, 0xF2A7, 0xC03C, 0xD1B5,
 0x2942, 0x38CB, 0x0A50, 0x1BD9, 0x6F66, 0x7EEF, 0x4C74, 0x5DFD,
 0xB58B, 0xA402, 0x9699, 0x8710, 0xF3AF, 0xE226, 0xD0BD, 0xC134,
 0x39C3, 0x284A, 0x1AD1, 0x0B58, 0x7FE7, 0x6E6E, 0x5CF5, 0x4D7C,
 0xC60C, 0xD785, 0xE51E, 0xF497, 0x8028, 0x91A1, 0xA33A, 0xB2B3,
 0x4A44, 0x5BCD, 0x6956, 0x78DF, 0x0C60, 0x1DE9, 0x2F72, 0x3EFB,
 0xD68D, 0xC704, 0xF59F, 0xE416, 0x90A9, 0x8120, 0xB3BB, 0xA232,
 0x5AC5, 0x4B4C, 0x79D7, 0x685E, 0x1CE1, 0x0D68, 0x3FF3, 0x2E7A,
 0xE70E, 0xF687, 0xC41C, 0xD595, 0xA12A, 0xB0A3, 0x8238, 0x93B1,
 0x6B46, 0x7ACF, 0x4854, 0x59DD, 0x2D62, 0x3CEB, 0x0E70, 0x1FF9,
 0xF78F, 0xE606, 0xD49D, 0xC514, 0xB1AB, 0xA022, 0x92B9, 0x8330,
 0x7BC7, 0x6A4E, 0x58D5, 0x495C, 0x3DE3, 0x2C6A, 0x1EF1, 0x0F78 };
// CRC計算ﾏｸﾛ
#define CRC_INIT 0xFFFF
#define CRC(crcval,newchar) crcval = (crcval >> 8) ^ crc_table[(crcval ^ newchar) & 0x00ff]
unsigned short Crc16::Checksum( const unsigned char* message, unsigned long length, unsigned short crc)
{ for(unsigned long i = 0; i < length; i++)
 { CRC(crc, message[i]);
 }
 return crc;
}
bool Crc16::VerifyChecksum(const unsigned char* message, unsigned long length)
{ // ﾒｯｾｰｼﾞ内の最後の2ﾊﾞｲﾄが先行するﾊﾞｲﾄのCRCの場合に真(TRUE)を返します。
 unsigned short expected = Checksum(message, length - 2);
 return (expected & 0xff) == message[length - 2] && ((expected >> 8) & 0xff) == message[length - 1];
}
void Crc16::AppendChecksum(unsigned char* message, unsigned long length)
{ unsigned long crc = Checksum(message, length);
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